
 

審 議 会 等 名 令和４年度 第１回つくばみらい市図書館協議会  

開 催 日 令和４年１２月１４日（水曜日） 

開 催 場 所 つくばみらい市立図書館 本館 ２階会議室 

出 欠 者 

 

出席委員 大久保会長、石塚副会長、上野委員、 

中村委員、渡邉委員、磯部委員、田上委員 

欠席委員 黒澤委員、吉田委員、松本委員 

事 務 局 町田教育長、大山課長、川田館長補佐、 

鈴木係長、五十嵐司書  

 

議     

事 

 

（１）図書館運営について  

ア 令和３年度活動実績について  

イ 令和４年度事業計画について  

（２）その他 

ア 図書館本館の愛称について  

イ 図書館本館雨漏り修繕工事について  

 

会 議 概 要 

 

１ 開 会 午後１時２８分 司会進行：川田館長補佐 

２ 委嘱状交付 

３ 教育長あいさつ（町田教育長） 

４ 図書館長あいさつ（関館長欠席のため割愛） 

５ 会長及び副会長選出(大久保会長、石塚副会長) 

６ 会長あいさつ（大久保会長） 

７ 職員紹介 

８ 議事 

（１）図書館運営について  

ア 令和３年度活動実績について  

イ 令和４年度事業計画について  

（２）その他 

ア 図書館本館の愛称について  

イ 図書館本館雨漏り修繕工事について  

 

 



（質疑等） 

（１）図書館運営について 

ア 令和３年度活動実績について 

五十嵐司書から説明。以下の通り質疑有り。 

 

委員： 学校図書館との連携会議はコロナ禍の影響で中止となりまし 

たが、連携会議以外で学校と連携している事業がありましたら 

紹介してください。 

事務局： 学校と連携している事業ですが、日常的なものとして、図 

書の団体貸出があります。市内の小・中学校からの要請で、 

各クラスに図書を最大５０冊まで貸出を行い、児童生徒の皆 

さんに読書を楽しんでもらえるような環境を提供していま 

す。 

また、令和４年度からの新規事業として、学校図書館の電 

算化事業をおこなっています。詳細は令和４年度事業計画の 

中で説明しますが、学校図書館にパソコンと図書管理システ 

ムを導入し、パソコンで学校図書館の資料を管理できるよう 

に作業を進めています。 

 

委員： 市教育支援センター「なのはな」では毎月定期的に図書館を 

利用しています。公共施設の正しい利用の仕方を学ぶため、読 

書に親しむための機会をつくるため、図書館を利用していま 

す。検索した図書まで職員が案内していただくなど、とても良 

くしてもらっています。今後ともよろしくお願いします。 

 

委員： 学校へ訪問して、読み聞かせを行っていますが、小・中学校 

にも司書の方がいると聞いています。それは市立図書館の司書 

とは別の方ですか？日常的に子どもたちの本に関することで 

関わっている方がいると思うのですが。 

事務局： その方々は学校司書の先生です。組織としては図書館とは 

別組織の教育指導課で雇用している方々で、現在、市で４名 

雇用しています。１人で３～４校受け持ちしていまして、輪 

番に学校を訪問して、学校図書館の蔵書管理や子どもたちの 

読書相談などにのっている状況です。 

 

 

 

 

 



イ 令和４年度事業計画について 

五十嵐司書から説明。以下の通り質疑有り。 

 

委員： 校長会でも学校図書館の電算化事業については聴いています 

が、電算化が完了したときには、図書館と蔵書管理が一体化さ 

れますか、それとも学校ごとに管理することになるのでしょう 

か。 

事務局： 現在のところ、蔵書管理については、学校ごとで管理する

ことで進めています。最終的な目標については、市の図書館

や、市内の他の学校とも横断検索ができるようになることを

目指したいと考えていますが、システム関連費用が大きくか

かることもあり、検討しながら、作業をすすめています。 

委員： 他自治体の状況を考えると、横断検索ができないと電算化し 

てもあまり意味がないと考えていますので、市の予算がつくと 

いいと思っています。ぜひよろしくお願いします。 

事務局： そちらに関しては、各学校、担当課と調整しながらすすめ 

ていきたいと考えています。 

委員： ５年かけて電算化を行った場合、導入の時期によってシステ 

ムに差が出てしまうのではないかと心配しています。２年計画 

くらいであれば同じシステムになると思いますが、５年たって 

しまうとシステムが変わってしまうのではないでしょうか。そ 

のことも考えたほうがいいのではないでしょうか。せっかく予 

算を使っているのに、学校で差がでてしまうことを懸念してい 

ます。 

事務局： 陽光台小学校、富士見ケ丘小学校は、学校建設時から図書

室が電算化されていますが、他の学校については、現状図書

室が電算化されていない状況です。最終的には、各学校と図

書館が連携することで、よりよい環境が整うこともわかって

おりますが、一斉に整備することが難しいため、今回は陽光

台小学校等と同じ電算化の環境が整うように、整備をすすめ

ている状況です。整備の時期で学校ごとの差が出てしまわな

いように、今後も関係部署と協議しまして、事業を進めてい

きたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 



（２）その他 

ア 図書館本館の愛称について  

イ 図書館本館雨漏り修繕工事について  

鈴木係長から説明。以下の通り質疑有り。  

 

委員： 成島建設㈱のネーミングライツのスポンサー契約料はいくら 

ですか。 

事務局： １年間で５５万円です。  

委員： この５５万円は図書館の財源の中に入るのですか。  

事務局： そうです。今まで維持管理費等を税金等で対応していたも 

のが、成島建設㈱から 1 年間につき税込５５万円をいただく 

ことで、税金等で支払うお金が減るこになります。  

委員： 図書の購入等になったりするのですか。  

事務局： そういうこともあります。  

委員： 図書館運営が豊かになり、よいですね。 

 

 

９ 閉 会 午後２時１５分 司会進行：川田館長補佐 

 

そ の 他 傍聴人 １名 

 


